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盛岡市中心部における居住構造

平　　篤志

工　はじめに

　都市構造研究において，居住者および居住施設

の分布は，Burges1）やHoyt2）による古典的な都市

構造モデルの提示以来，地区区分の重要な指標と

なってきた。都市において特に居住構造に焦点を

あてた研究は，わが国では1970年代前後の
Sim㎜㎝s3）らの研究の影響を受けて，1970年代後

半より盛んとなり，斎藤4），成田5），森川6）等短

期間のうちに多くの研究が蓄積された。しかし，

これらの研究は都市化の観点にたつ分析が主と

なっており，都市申心部，すなわち都心地区およ

びその周辺地区における居住施設についてはあま

り触れられてこなかった。

　これは，都心地区および周辺地区においては，

そこに集積する経済的諸機能が研究対象の申心と

され，居住地としての側面が軽視されたためと考

えられる。1980年代半ば以後，香川7），由井8）ら

によって居住機能を扱った都市研究が蓄積されつ

つあることは，新たな動向として注目される。

　本研究は盛岡市申心部における居住構造を明ら

かにすることを目的とする。居住構造には居住者

と居住施設の両者の分布特性を含む。居住者の属

性は，主として年齢および世帯規模により代表さ

せ，住民基本台帳を基礎資料とした。居住施設に

ついては，市役所等の住宅関係の資料により概観

的な分析を行ない，さらに事例地区において観察，

聞き取りにより微細な特徴の把握に努めた。次に

居住者によって構成される生活組織の地域的な構

造を明らかにした。なお，本研究における盛岡市

申心部は，盛岡市街地のうち，JR東北本線，山

田線，国道4号バイパスに囲まれた範囲とする（第

1図）。

　盛岡は1588年にこの地に入った南部氏20万石の

城下町であり，藩政時代には東北地方の河川交通

の一中心地であった。明治時代に入り，東北本線

が1890年に開通することによって，それまで市街

地の背面に位置していた大沢河原周辺が開発さ

れ，市内の商業申心地はそれまでの本町，肴町周

辺から大通りへと徐々に移行した。1982年には東

北新幹線が盛岡まで開通し，駅前が一新され，市

内のホテル，集合住宅の建設が盛んとなった。盛

岡市は，中央官庁の出先機関が多く立地すること

から，行政申心としての特色をもっている。

皿　人口の推移

　盛岡市の人口は第2次世界大戦後一貫して増加

を続けてきたが，1985年の23．5万人をピークとし

て初めて減少に転じ，1990年5月末日現在の人口

は，232，883人である。1985年における盛岡市の

年齢階級別人口構成は第2図のようになる。人口

構成の形は壮年人口に比べ，幼年人口が少ない紡

錘型である。40歳以上の年齢階級では，男子が

113，027人であるのに対して女子が122，442人と性

比は92．3を示し，女子の比率の高さが顕著である。

　第3図は盛岡市中心部における1975年から1985

年に至る10年聞の町丁別の人口増減を示してい

る。まず，！975年から1980年までの5年間では，

中津川東岸の5町丁および西岸の開運橋通と材木

町を除いた全ての町丁において人口減少をみた。
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A：1975－1980年　　　　　　　　　B：1980－985年

　　　　　　　　匿罫十iO．0％以上
　　　　　　　　麗O．O～10．O％未溝

　　　　　　　　鰯一0．0～O．0％未溝
　　　　　　　　ロー11．1％素溝

　　　　　　第3図　町丁別人口増減（ユ975－1985年）

　　　　　　　　　　（盛岡市役所資料による）

特に55町丁のうち35町丁では減少率が10％を越え

た。1980年から1985年までの5年間では人口減少

の度合が鈍化し，10％を越える減少を示した町丁

は！3となった。申でも市街地中心部に位置する菜

園2丁目および大沢河原1丁目は，10％を越える

減少から10％以上の増加へと大きく変化した。こ

れらの人口変化の要因に関しては第㎜1章第1節に

おいて考察する。

醒　屠住施設および居住者の分布

　皿一1　屠住施設

　第I章で述べたように，盛岡市中心部では1980

年を境として人口減少に歯止めがかかり，増加に

転じる町丁も現れた。これを建築物の新築状況と

対照すると，市中心部に相当する中学校学区3地

区（下ノ橋，下小路，河南）を合わせて全体の18．7％

を占め，住宅用の建築物が市申心部においても新

たに建設されていることがわかる。3地区におけ

る住宅用建築物の申請確認の内訳は，専用住宅が

156棟，併用住宅が13棟，集合住宅が38棟である。

第4図は，1970年から1989年までの20年間に建設

された集合住宅（5階建以上）の立地場所を2期

に分けて示したものである。前半の10年間では16

棟が建設されたのに対し，後半の10年間では47棟

が建設され，219倍増となった。その分布は，前

半の10年間では特に明瞭な特徴がみられず散在し

ているのに対し，後半の10年間では市役所を中心

として半径1．5kmの圏内に全体の89．4％が立地

し，都心に近接した地区における立地が顕著であ

る。したがって，市中心部における人口減少の鈍

化，および増加への転換は，集合住宅の新たな立

地に負うところが大きいといえる。

　市申心部における居住施設の分布を微細にみる

ために，以下では内丸北部および下ノ橋町を例に

考察を進める。内丸は岩手県庁，盛岡市役所，地

方裁判所，盛岡警察署など各種の行政・公共機関

の集積する都心行政地区に相当する。内丸地区に

は申央通りを境として南北に住民自治組織が存在

するため，ここでは以下中央通り以北を内丸北部

と呼ぶ。内丸北部の西半分は岩手医科大学附属病
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集合住宅の新規立地（1970－1989年）

（盛岡市役所資料による）

院が，東端部は県民会館が占めている。これに対

し，下ノ橋町の北辺は中津川に接し，盛岡市の伝

統的な商業地区である肴町に隣接している。さら

に下ノ橋町は中潮11を隔てて内丸と接し，盛岡市

の中心商店街である夫通りまで徒歩5分の距離に

あるが，住宅地としての景観を呈している。

　第5図は上記2地区における居住施設の種類別

分布を，また第6図は階級別の建築物分布を示し

たものである。内丸北部は先に述べたように行

政・業務地区に相当するため，居住施設の分布は

隈られているが，それでも独立住宅が10棟存在し，

屠住施設の47．6％を占める。居住施設のうち最も

多いのは店舗併用住宅であり，11棟ある。このう

ち3棟は商業ビル内住宅である。集合住宅は2棟

あるが，いずれも1970年代申頃の建築であり，盛

岡市街地の集合住宅のうち最も初期の部類に属す

る。このようにさまざまな種類の居住施設が混在

している状況が内丸北部の特徴である。したがっ

て，当該地区は盛岡市の都心地区にありながらも，

中央通り沿いを除いて空間利用の高度化はさして

進行しておらず，土地利用の面で行政。業務機能

が卓越するまでに至る過渡的な段階にあるといえ

る。

　次に下ノ橋地区では，居住施設の内訳は，独立

住宅が54．8％，集合住宅が7．6％，店舗併用住宅

が37．7％となっており，数字の上では内丸北部と

大差はない。しかし，地区全体の面積に占める居

住施設の面積が7割に達すること，1・2階建の

低層建築物によって大半が構成されていること，

個々の居住施設の面積が相対的に広いことが内丸

北部と異なる。

　以上の事実により，都心地区自体が居住機能を

含むさまざまな機能を混在させ，その都心地区に

隣接して居住地区が存在していることがわかる。

空間の高度利用は，中央通りおよび大通り沿いに

集中し，他の地区ではほとんど進行していない。

　皿一2　屠住者

　ここでは盛岡市の都心地区を中核として南北に

並ぶ本町通1丁目，内丸，下ノ橋町，清水町の4

町丁9）を対象として居住者の属性について考察す

る。具体的な属性の項目は年齢，世帯規模，およ

び性比である。

　4町丁の人口の合計は，1990年5月末日現在
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第6図 事例における階級別建築物分布（1989年7月）
（現地調査による）
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3，834人，それぞれの人口は先に上げた順に1，738

人，297人，763人，1，487人である。1haあたり

の人口密度は，下ノ橋町で最も高く131．8人，内

丸で最も低く20．5人である。人口は都心地区に相

当する内丸を中心として周辺にいくにつれ増加し

ていく。

　世帯規模は先の4町丁の順に2．23人，2，23人、’

2．45人，2．36人である。これは，本町通1丁目お

よび内丸では単独世帯がそれぞれ47．2％，41．4％

と各全世帯数の半数近くを占め，下ノ橋町，清水

町では30％台にとどまっていることによる。逆に

5人以上の世帯数は下ノ橋圃丁が最も多く，10．9％

を占める。次に本町通1丁目が9．7％で続く。し

たがって，内丸に隣接する本町通1丁目では，単

独世帯と5人以上の大規模な世帯への二極分化が

進行し，下ノ橋町および清水町では2人から4人

の中規模の世帯が多数を占める，という特徴が指

摘できる。

　次に居住者の年齢構造について考察する。第7

図に，事例4町丁の年齢階級別人口構成を示した。

本町通1丁目では，男女とも20歳代から40歳代に

かけての青壮年層が他の階級に比べて多く，特に

女子は女子全体の48．6％を占める。内丸では，男

子は分布の凹凸が激しく，明瞭な特徴を捉えるの

は難しい。女子は30歳代から70歳代までの階級で

女子全体の65．7％を占め、人口構成は壷型を呈す

る。下ノ橋町および清水町の人口構成は近似した

形をしており，全体として高齢。幼少人口が青壮

年人口に比較して少ない紡錘型である。

　4町丁を通してみられる特徴としては，中・大

都市で一般的に進行しつつある市街地中心部での

高齢者の残存が顕著でないこと，性比が81．0と男

女別人口の較差が大きいこと，幼少人口の占める

割合が小さいことがあげられる。

w　居住者縄織の構造

　居住者が集住し，居住地区を形成すると，居住

環境の維持，行政と住民を結ぶ意志の伝達などを

目的として生活組織が結成される。日本の都市に

おいては，通常，行政の主体によって区分された

町丁を単位とする町内会。自治会がこれに該当す

る。

　盛岡市内には約250の町内会があり，全体とし

て盛岡市町内会連合会を結成している。結成年次

は1964年である。連合会は21地区に区分されてお

り，その設立目的は，町内会相互の連繋と環境の

整備，そして市勢の発展に寄与することされる。

1985年4月1日現在において町内会の登録世帯数

は79，725世帯であり，同年の国勢調査の世帯数

83，406世帯を分母にとれば，95．6％の加入率とな

る。町内会加入世帯の平均は322世帯，最大は

1，675世帯，最小は9世帯である。

　2ユ地区の事務局は各種センター内，会長宅ある

いは事務局長宅のいずれかに設置されている。地

区町内会連合会では，各町内会相互の連絡，親睦

を図る共同行事の実施が主たる活動となってい

る。

　盛岡市は，2ユ地区をなす町内会連合会とは別に，

19地区のコミュニティ活動推進地区を1979年に設

定している。しかし，このコミュニティ活動推進

地区は，ほぼ先の町内会連合会各地区と合致し，

構成員，活動内容とも重複している。このコミュ

ニティ活動推進地区の設定は，各地区のコミュニ

ティセンターを核として，地区住民による自主的

な活動を助成，活発化させることを目的として行

なわれた。1989年の時点では19地区のうち11地区

に活動センタ」O）の設置が完了している。

　以上の2組織とさらに重合する組織として盛岡

市地区福祉推進会がある。この組織による事業は

1977年から盛岡市社会福祉事業団を申心として実

施され，1983年11月をもって市内2！地区全てに推

進会が設置されるに至った1l）。この事業は福祉

を支える基盤づくりを目的とし，地域に根ざした

福祉推進活動を目指している。各地区の平均世帯

は4，000世帯と大規模なものであるが，町内会単

位では財政的に困難な種々の事業を重点的に行

なっている。主な事業は会報の発行，地区老人と

子供のスポーツ大会，年金学習会，外出の困難な

老人宅の個別訪問などである。

　市域全域を基盤とする組織は以上述べた3組織
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であるが，いずれも複数の町内会を合わせた地区

が区域設定の基礎となっており，全体を一つの組

織体として考えることができる。第8図に市申心

部における中学校学区，コミュニティ活動推進地

区，福祉推進地区の区域を示した。

　次に内丸第一町内会および下ノ橋町内会を例に

その構成員，活動内容などについて考察する。内

丸第一町内会では1990年5月末日現在の住民登録

人口は227人，世帯数は131世帯である。町内会の

会員数は86会員，そのうち居住会員は3！会員であ

る。すなわち屠住会員は全会員の36％であり，非

居住会員が過半数を占める。町内会会長は居住会

員の申から選出される。町内会の範囲内には民間

の集合住宅が2棟あるが，各々の管理人が集合住

宅居住者の代表として会員となっている。

　町内会は12の班に分割され，班ごとに班長が任

じられる。行事および活動には，防犯・衛生。親

睦などを目的とするものがあるが，会員数自体が

少ないこともあって活発には行なわれていない。

行事・活動の具体例には，衛生関係に会員の健康

診断があり，隣接する本町通1丁目と共同で行

なっている。親睦を図る活動には，子供会，敬老

会によるものがあり，前者は本町通1丁目と共催

でサッカー大会を，後者は温泉旅行を年2回行

なっている。6月と10月には会員全員を対象とす

る日帰り旅行が行なわれる。1989年度の参加者は

約30人であった。

　町内会は一般的に氏神との結びつきが強い傾向

にあるがユ2），盛岡市ではこの傾向が弱く，内丸

において地区独自の氏神はみられない。内丸には

盛岡を代表する神社の一つである桜山神社がある

が，特に明瞭な氏子圏はない。

　内丸第一町内会のある内丸北部は，第2次世界

大戦以前は通称「本街」と呼ばれ，料亭が並び，

“舳阯　申学校学区界

胆岨福祉推進地区界　　　　　幽

　⑱　福祉センター　　　　　潔
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生活組織の地区区分（1990年）

（盛岡市役所・社会福祉事業団の資料による）
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官庁街と，河北地区の代表的な商店街の一つで

あった本町とを結ぶ地点に位置していた。第2次

世界大戦以後は，官庁街に隣接するという立地条

件から，商店・飲食店が特に1970年以降商業ビル

に改築され，人口が減少した。この商業ビルヘの

改築は，居住者の自己資本によってなされたもの

が多く，1989年7月現在γ例を数える。5軒存在

した料亭のうち現在も営業を続けているものは1

軒に過ぎず，2軒は商業ビルに，1軒は駐車場に，

そして残る1軒は県民会館の一部となっている。

　一方，下ノ橋町内会は，現在の組織の設立が町

名変更の行なわれた1963年に遡るものである。

1990年5月末日現在の居住世帯数は306世帯であ

り，そのうち約250世帯が会費を納入している。

非居住由法人会員は11会員である。3階建以上の

集合住宅が2棟，2階建以下の低層集合住宅が9

棟あるが，これらの集合住宅の居住者は，管理人

が協力的な場合に限り会員となっている。

　下ノ橋地区は1960年頃までは商業が盛んであ

り，商店が多数立地していたが，周辺の商業地区

の発展に影響され，閉店する店舗が増加したとい

う。地区内の道路が一方通行であり，自動車の往

来に制限があったことが，商業が衰微した理由の

一つといわれている。

　町内会の行事には新年会，敬老会，運動会等が

あるが，あまり盛んには行なわれていない。先の

内丸と同様に，下ノ橋町にも独自の祭神はないが，

「舟っこ流し」と呼ばれる祭りが毎年8月16日に

盛大に行なわれている。この祭りは，市街地申心

部20町内会の共同催事であり，7月上旬より「流

し舟」の製作にかかる。経費は有志からの寄付に

よって賄われている。

　盛岡には，この舟っこ流しのほか伝統的な行事

として，6月の「チャグチャグ馬コ」，8月上旬

の「さんさ踊り」，10月申旬の「八幡宮秋祭り」

があるが，さんさ踊りのパレードに有志参加する

町内会があることを除けば，これらの行事と町内

会等生活組織との関係は直接的ではない。

　以上，2町内会を事例に町内会の会員構成およ

び活動の現況について述べてきたが，活動の停滞

状況が共通点としてあげられる。これは，住民の

町内を基盤とするコミュニティ活動への関心が薄

れ，隣人との交際よりも，個人を重視した生活を

指向する現在の風潮に合致する。集合住宅の居住

者が増加しつつあることを考慮に入れれば，この

傾向はさらに強まると予想される。盛岡のように

16世紀以来の長い歴史を有する城下町にあって

も，町内会という最も身近な生活組織が形骸化さ

れつつあることは，都市コミュニティそのものが，

転換点にさしかかっているといえる。盛岡市主導

のコミュニティ活動推進地区単位での活動は前述

のとおり，1979年に開始され10年余り経過するが，

1989年の年度報告においては，合計60の活動が報

告されている。このコミュニティ推進地区におけ

る活動は，「あすを築く盛岡市民活動」の一環と

して行なわれている。町内という伝統的な近隣地

区の枠を越えたより広域なコミュニティが根づく

かどうかは今後の住民の意識にかかっている。

V　むすび

　以上，盛岡市中心部を研究対象地域とし，居住

施設，居住者および生活組織を通じて居住構造を

明らかにした。要点をまとめると以下のようにな

る。

　盛岡市中心部における人口の動向は，1975年か

ら1980年までの5年間では，中津」l1東岸の一部地

域を除いて，減少傾向が強かった。しかし，続く

1985年までの5年間では，減少の度合いが弱まり，

特に都心に隣接する地区において人口増に転じる

町丁が増加した。これは，1980年以降急激に増加

した集合住宅の建設に負うところが大きい。

　居住施設の分布特徴を微細にみるために事例と

した市街地申心部の2地区については，業務。行

政地区が半ばを占める内丸北部では店舗併用住宅

が最多ではあるものの，ほぼ同数の独立住宅があ

り，さまざまな種類の居住施設が混在している。

これに対し，中津川と隔てて内丸と隣接する下ノ

橋町では，独立住宅が54．6％を占め，また居住施

設が地区の7割の面積を占めることから，居住施

設としての景観を呈する。したがって，盛岡市で
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は都心地区と居住地区を結ぶ漸移地区，すなわち

都心地区外縁部は未成熟であり，明確な地区を形

成しないまま都心地区から居住地区に移行する。

　居住者の属性についてみるために，都心地区を

中心に南北1．5k肌の範囲に隣接する4町丁を対象

として，3，834人について分析した結果，以下の

ことが明らかとなった。①内丸を中心として人口

は周辺に向かい増加している。②世帯規模は，都

心地区北部で小さく，南部で比較的大きい。③年

齢構成は，幼少人口が少なく，青壮年人口が多数

を占め，高齢人口の残存は顕著ではない。④また

女子の割合が高い。

　居住者による生活組織に関しては，以下の特徴

がある。①自治会，町内会の連合体である町内会

連合会が市内を21地区に分割し，組織体を構成し

ている。②これとは別に市が主体となって申学校

区を基本として市内を21地区に区分し，コミュニ

ティ活動推進地区を設けて住民の自主的な活動を

助成している。③さらに，盛岡市社会福祉事業団

が，住民の福祉を増進するために，市内を19の福

祉推進地区に区分し，それぞれの福祉センターを

中心に活動を行なっている。盛岡市では，実質的

にこれらの3組織が互いに重複し，一つの複合組

織として機能し，複数の町内会を単位とする広域

的な活動が盛んになりつつある。

現地調査に際して，盛岡市役所の方々をはじめとして盛岡市内の多くの方々に御協力頂きました。こ、こ

に記して感謝致します。
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